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  一 本論文の目的 














  結語 
 
《間奏(Intermezzo)》 美をめぐる知のもう一つの系譜―プラトン・バウムガルテン・ガダマー 












  第二節 言語の思弁的構造と言語性―ヘーゲルとガダマー 
























































本論文は H.-G.ガダマーの主著『真理と方法(Wahrheit und Methode)』を主たるテキストとして
ガダマーの哲学的解釈学の基軸が芸術論の部分にあり、それが言語性に基づくことによってこそ独
自の哲学的方法として有効であることを明らかにした。従来、ガダマー哲学の美的経験(ästhetishe 
Erfahrung)概念に対しては一定の評価がなされてきたものの、その存在論的意味や普遍妥当性の根
拠について明確な説明がなされてこなかった。本論文はガダマー哲学に真正面から取り組み、その
存在論とその妥当性について明晰な分析を加えて、その根拠と特質を明らかにした。いくつかの具
体的成果を挙げると以下の通りである。 
第一に、ガダマーの哲学的解釈学理論の出発点とされる近代美学(特にカント)に対する美の主観
主義化というガダマーの批判の核心を、言語という媒体の導入による構想力概念の解体として明ら
かにした点である。これによって、ガダマーの意図が明らかになり、言語芸術の美的表象が持つ芸
術経験上の重要性の説明がその根拠となることが示された。その際、直観(Anschauung)と直観的で
あること(Anschaulichkeit)というガダマーの概念区分に着目して展開した論述は秀逸である。 
第二に、近代美学批判と並行してガダマーによって展開された人文主義の再評価・復興が、哲学
的解釈学の普遍妥当性要件の構成に大きく寄与することを明らかにした点である。ガダマーが解釈
学的言語性の根拠を共通感覚(sensus communis)に見られる口頭言語による経験遂行とそれを支え
る文字言語による超越論的規定の両面性に見ながらも、両者のつながりを十分に説明していないの
に対して、本論文はそれを補い、口頭性と書記性に関する綿密な考察を通して両者が伝承において
融合した結果としての言語性こそが解釈学的経験の普遍妥当性を支えることを解明した。 
第三に、ガダマーのハイデガーからの影響関係を精査して、芸術論における立場の異同を明らか
にした点である。両者の人文主義への姿勢の違いを指摘しつつも、ハイデガーが美的存在の開示を
非隠蔽性(Unverborgenheit)としてとらえたことを受け、ガダマーの遊び( Spiel)概念が作品からの
開示という意味ではハイデガーと同じ立場に立つことを明らかにして、ガダマー思想のハイデガー
哲学との繋がり方を明確にした。 
第四に、ガダマーの言語論の経験的側面と超越論的側面の「両極性」とその融合を彼の主張する
解釈学的経験一般の普遍妥当性の要であることを見事に論じ切ったことである。ガダマーのヘーゲ
ル弁証法摂取の特質を反映して『真理と方法』におけるその記述は煩瑣を極めているが、筆者は絶
対意識の自己展開に収斂せず人間存在の有限性に定位した思弁の運動として明晰に整理する。超越
論的言語がそのまま経験を記述する言語であるという独自の言語性の考察は特に優れている。 
第五に、上記の成果によって精神科学的真理が言語に媒介された解釈学的経験によってこそ開示
されることと、その普遍妥当性が美という普遍的価値との融合に依ることが明らかにされたことで
ある。このことは、美学的考察が精神科学一般の基礎となることを明らかにしただけではなく、理
知的論理的認識と美的直観の連携可能性を言語の特性において実現することを明らかにした。その
意味で美学の普遍化という新しい学知へ道を示したということができる。 
総じて本論文はガダマーの芸術哲学を人文学の伝統、カントの認識論的美学、ハイデガーの存在
論的芸術論、ヘーゲルの思弁的弁証法という思想的文脈に位置づけ、全体を思弁的(spekulativ)と
いう言語の特性と美的経験と結びつけて一貫して読み解くという離れ業を演じて見せている。今後
の課題としては、この成果を近現代美学全体との対論の場に出してより普遍的な美の理論に仕上げ
ること、解釈学的経験の言語性の確認から弁証法の新たな可能性を切り拓くこと、そしてひいては
美学的文明理論への応用などが挙げられよう。そのような可能性を含めて、審査委員会では本論文
は哲学思想研究として優れた研究成果で高い水準にあると評価された。 
 
